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『
絵
本
太
閤
記
』（
武
内
確
斎
作
・
岡
田
玉
山
画
、
寛
政
九
年
〈
一
七
九
七
〉-

享
和

二
年
〈
一
八
〇
二
〉
刊
）に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
彦
氏
が
そ
の
研
究
の
重
要
性
を
強

調
さ
れ
て
以
来
１
、
様
々
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
２
。
今
ま
で
の
先
行
研
究
は
、

『
絵
本
太
閤
記
』を
め
ぐ
る
出
版
取
締
り
の
問
題
に
関
す
る
研
究
と
、『
絵
本
太
閤
記
』

第
一-

五
篇
の
主
要
な
典
拠
と
さ
れ
る『
太
閤
真
顕
記
』と
の
関
わ
り
に
関
す
る
研
究

と
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
管
見
で
は
、
豊
臣
秀
吉
の
晩
年
を
扱
っ
た『
絵

本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
に
迫
る
研
究
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
第
六
・
七
篇
の
内
容
が『
太
閤
真
顕
記
』の
そ
れ
か
ら

離
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
村
氏
は「
読
本
の『
絵
本

太
閤
記
』七
編
は
、
最
も
広
く
行
わ
れ
、
影
響
も
大
き
い
が
、
柱
刻
に「
真
顕
記
」と

あ
っ
て
、
本
書
に
よ
っ
た
も
の（
六
・
七
篇
の
朝
鮮
の
役
の
条
は
別
の
も
の
に
よ
る
）

で
あ
」３
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、『
太
閤
真
顕
記
』を
主
な
典

拠
と
し
て
い
な
い『
絵
本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
は
、「
朝
鮮
の
役
」す
な
わ
ち
壬
辰

倭
乱
４
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
六
・
七
篇
の
壬
辰
倭
乱
記
事
の

典
拠
に
つ
い
て
中
村
氏
は
、「
伝
堀
編
・
大
関
編
な
ど
の（『
朝
鮮
征
伐
記
』の
）二
著

か
ら
し
て
、
充
分
こ
れ
を
用
い
て
講
談
と
な
り
得
る
、
挿
話
も
多
い
読
み
物
で
あ

る
。『
太
閤
真
顕
記
』が
朝
鮮
の
役
を
略
述
し
た
の
は
、
一
つ
は
そ
の
た
め
か
と
も

思
わ
れ
る
」５
と
し
て
、『
朝
鮮
征
伐
記
』の
存
在
を
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る
が
、『
絵

本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
か
ら
は
、『
朝
鮮
征
伐
記
』を
始
め
と
す
る
、
一
連
の
作
品

群
の
影
響
が
確
認
さ
れ
る
。

筆
者
は
以
前
、
近
世
日
本
で
享
受
さ
れ
た
壬
辰
倭
乱
作
品
群
を
、〈
日
本（
江
戸
時

代
）で
著
さ
れ
た
短
編
お
よ
び
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
の『
太
閤
記
』〉・〈
中
国

（
明
・
清
）の
作
品
と
そ
の
影
響
作
〉・〈
韓
国（
朝
鮮
王
朝
）の
作
品
と
そ
の
影
響
作
〉

と
し
て
分
類
し
た
こ
と
が
あ
る
が
６
、
本
論
考
で
は
、
こ
れ
ら
の
壬
辰
倭
乱
作
品
群

の
う
ち
、『
絵
本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
の
典
拠
と
思
し
き
先
行
作
品
を
挙
げ
、
典

拠
の
利
用
の
実
態
と
そ
の
意
義
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

一．
〈
中
国（
明
・
清
）の
作
品
と
そ
の
影
響
作
〉

近
世
日
本
で
享
受
さ
れ
た
壬
辰
倭
乱
作
品
群
の
う
ち
、
七
年
戦
争
の
全
体
像
を

日
本
で
初
め
て
提
示
し
た
作
品
は
、
寛
永
十
四
年（
一
六
三
七
）三
月
を
刊
行
下
限

と
す
る
７
小
瀬
甫
庵『
太
閤
記
』で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
太
閤
記
』巻
十
三-

十
六
の

壬
辰
倭
乱
記
事
は
、
極
め
て
不
完
全
な
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
小
瀬
甫
庵
に
利
用
で
き
た
先
行
作
品
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
巻
十
三-

十
六
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
一
つ
の
資
料
を
二
度
利
用
し

た
と
考
え
ら
れ
る
、
記
事
の
重
複
現
象
が
少
な
く
と
も
四
箇
所
見
つ
か
る
８
。
そ
の

詳
細
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
が
９
、
こ
の
四
箇
所
の
重
複
記
事
を
比
較
す
る
と
、
重

複
す
る
記
事
の
中
の
一
方
は
目
録
・
手
紙
な
ど
原
資
料
の
よ
う
な
も
の
、
も
う
一

方
は
そ
の
原
資
料
に
肉
付
け
し
て
長
く
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

参
考
と
す
べ
き
資
料
の
不
足
と
い
う
制
限
を
打
開
す
べ
く
、
小
瀬
甫
庵
は
思
い
を

め
ぐ
ら
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
太
閤

記
』壬
辰
倭
乱
記
事
は
も
う
一
つ
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
そ
れ
は
小
瀬
甫
庵
の
史

『
絵
本
太
閤
記
』
と
壬
辰
倭
乱
作
品
群
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定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
先
行
作
品
と
し
て
掲
げ
ら

れ
る
の
が
、
諸
葛
元
声『
両
朝
平
攘
録
』（
万
暦
三
四
年
〈
一
六
〇
六
〉序
）と
、
茅
元

儀『
武
備
志
』（
万
暦
三
五
年
〈
一
六
〇
七
〉起
稿
、
天
啓
元
年
〈
一
六
二
一
〉完
成
）

で
あ
る
。『
豊
臣
秀
吉
譜
』
・『
朝
鮮
征
伐
記
』と『
両
朝
平
攘
録
』
・『
武
備
志
』の

関
連
様
相
に
つ
い
て
は
、
既
に
徳
富
蘇
峰
が
概
観
し
た
こ
と
が
あ
る
14
。
ま
た
、

『
両
朝
平
攘
録
』と『
武
備
志
』の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
成
立
年
代
や
両
書
の
内

容
の
比
較
か
ら
考
え
て
、『
両
朝
平
攘
録
』の
内
容
を
縮
約
し
た
の
が『
武
備
志
』で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
両
朝
平
攘
録
』が
日
本
に
将
来
さ
れ
た
時
期
は
確
か
で
は

な
い
が
、
松
下
見
林
編『
異
称
日
本
伝
』（
元
禄
元
年
〈
一
六
八
八
〉序
、
元
禄
六
年

〈
一
六
九
三
〉刊
）に
そ
の
内
容
が
抄
録
さ
れ
て
い
る
。『
武
備
志
』の
場
合
は
、
寛
文

四
年（
一
六
六
四
）に
和
刻
版
が
刊
行
さ
れ
15
、
島
津
久
通
編『
征
韓
録
』（
寛
文
十
一

年
〈
一
六
七
一
〉序
）に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
又
、『
両
朝
平
攘
録
』同
様
、『
異
称
日

本
伝
』に
そ
の
内
容
が
抄
録
さ
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
、『
絵
本
太
閤
記
』初
篇
巻
二

「
藤
吉
郎
為
下
趣
二
尾
州
一
需
上
レ
鎧
」（
藤
吉
郎
、
尾
州
に
趣
き
鎧
を
需
ん
と
す
）

所
収
の
挿
絵
に
も
書
名
が
登
場
す
る（
二
ウ
・
三
オ
）16
。

そ
こ
で
、
戦
争
の
講
和
交
渉
の
た
め
に
日
本
へ
来
た
明
の
使
節
一
行
と
豊
臣
秀

吉
と
の
会
談
の
場
面
を
描
い
た
記
事
を
取
り
上
げ
、
諸
作
品
の
影
響
関
係
を
考
察

す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
記
事
を
選
ん
だ
理
由
は
、
会
談
と
い
う
事
件
そ
の
も
の

が
戦
争
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ば
か
り
で
な
く
、『
太
閤
記
』の
関
連
記

事
と
、〈
中
国（
明
・
清
）の
作
品
と
そ
の
影
響
作
〉の
該
当
記
事
と
が
好
対
照
を
な

し
て
い
る
の
で
、
中
国
の
壬
辰
倭
乱
関
連
の
作
品
の
将
来
に
よ
っ
て
、
日
本
の
壬

辰
倭
乱
作
品
群
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
が
よ
く
分
か
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、

日
本
側
の『
太
閤
記
』巻
一
六「
遊
撃
将
軍
日
本
再
渡
之
事
」を
見
る
と
、

秀
吉
公
朝
鮮
之
帝
王
を
帰
朝
さ
せ
給
ひ
し
事
、
腹
立
シ
給
ふ
て
、
大
明
も
朝

鮮
の
ご
と
き
虚
演
有
べ
き
と
や
お
ぼ
し
け
ん
、
今
度
は
御
返
簡
も
な
く
、
唐

使
を
も
留
給
は
で
早
々
に
帰
し
給
ひ
ぬ
17
。

の
よ
う
に
、
会
談
の
こ
と
に
簡
単
に
触
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
と
は
対
照

観
に
よ
る
事
実
の
改
変
で
あ
っ
た
10
。
こ
の
よ
う
な
改
変
の
意
図
は「
講
和
交
渉
の

休
戦
を
守
り
再
戦
を
仕
掛
け
な
か
っ
た
日
本
」と
い
う
図
式
を
作
り
上
げ
る
た
め
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な「
図
式
は
殆
ど
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な

か
っ
た
」11
。
七
年
戦
争
の
全
体
像
は
提
示
し
た
も
の
の
、
七
年
戦
争
の
う
ち
の
半

分
が
消
さ
れ
て
い
て
、
載
せ
ら
れ
て
い
る
内
容
の
真
偽
も
疑
わ
し
い
作
品
が
、
そ

の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、『
絵
本
太
閤
記
』を
含

む
壬
辰
倭
乱
作
品
群
に
お
い
て
、
戦
争
の
大
筋
に
関
し
て
は『
太
閤
記
』を
利
用
し

た
痕
跡
が
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な『
太
閤
記
』の
空
白
を

埋
め
る
形
で
登
場
し
た
の
が
、〈
中
国（
明
・
清
）の
作
品
と
そ
の
影
響
作
〉で
あ
っ

た
。『

太
閤
記
』の
刊
行
後
、『
太
閤
記
』に
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
情
報
を
有
す
る
林

羅
山『
豊
臣
秀
吉
譜
』（
寛
永
十
九
年〈
一
六
四
二
〉跋
）と
、『
朝
鮮
征
伐
記
』（
万
治
二

年<

一
六
五
九>

刊
の
堀
正
意
編
の
作
と
、
寛
文
五
年（
一
六
六
五
）序
の
大
関
定
祐

編
の
作
と
が
あ
る
が
、
問
題
と
す
べ
き
は
堀
編
の
作
で
あ
る
12
）が
相
次
い
で
刊
行

さ
れ
た
。『
豊
臣
秀
吉
譜
』に
関
し
て
は
、「
大
体
に
於
い
て
小
瀬
甫
庵
の
太
閤
記
の

説
を
受
容
し
、
之
を
漢
訳
し
た
か
の
如
き
観
あ
る
を
免
れ
ぬ（
中
略
）徳
川
氏
関
係

の
記
事
以
外
は
、
殆
ど
太
閤
記
よ
り
一
歩
を
出
な
い
と
云
っ
て
よ
い
」13
と
の
評
価

が
あ
る
が
、
こ
の
評
価
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
豊
臣
秀
吉
譜
』

の
壬
辰
倭
乱
記
事
は
、『
太
閤
記
』と
と
も
に
、
後
述
す
る
中
国
作
品
の
中
の
壬
辰

倭
乱
記
事
を
も
参
照
し
て
、
よ
り
厖
大
な
豊
臣
秀
吉
の
一
代
記
を
作
り
あ
げ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
で
あ
る
か
ら
だ
。
ま
た
、『
朝
鮮
征
伐
記
』に
関
し
て
は
、

先
に
中
村
氏
の
ご
指
摘
を
紹
介
し
た
が
、『
朝
鮮
征
伐
記
』の
内
容
を
検
討
す
る
と
、

『
太
閤
記
』の
壬
辰
倭
乱
記
事
と
の
影
響
関
係
は
確
認
で
き
な
い
。

『
豊
臣
秀
吉
譜
』と『
朝
鮮
征
伐
記
』の
壬
辰
倭
乱
記
事
を
比
較
す
る
と
、
両
作
品

に
共
通
す
る
箇
所
が
目
に
付
く
。
壬
辰
倭
乱
の
大
筋
お
よ
び
明
朝
の
動
き
に
関
す

る
箇
所
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
、
両
作
品
の
影
響
関
係
の
結
果
と

解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
両
作
品
に
共
通
す
る
先
行
作
品
の
存
在
を
想
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的
に
、
中
国
側
の『
両
朝
平
攘
録
』巻
四「
日
本
上
」と『
武
備
志
』巻
二
三
九「
朝
鮮
考
」

に
お
い
て
は
、
叙
述
の
内
容
は
詳
細
で
あ
る
。

『
両
朝
平
攘
録
』

方
亨
在
前
、
惟
敬
捧
金
印
立
階
下
良
久
。
忽
殿
上
黄
幄

開
、
一
老
叟
曳
杖
、
挟
二
青
衣
従
内
出
。
即
関
白
也
。
侍
衛
呼
吶
、
人
皆
竦

慄
。
惟
敬
先
匍
伏
、
方
亨
只
得
随
之
。
老
叟
大
有
譲
語
。
侍
臣
行
長
曰
、
此

天
朝
送
礼
人
、
宜
優
待
之
。
始
出
赴
館（
中
略
）次
日
宴
冊
使
。
惟
敬
方
発
言
、

撤
兵
通
好
。
関
白
即
怒
曰
、
天
朝
遣
使
封
我
、
我
姑
忍
之
、
朝
鮮
決
不
許
和
。

（
三
二
ウ
。
傍
線
・
句
読
点
は
筆
者
、
以
下
同
）18

『
武
備
志
』

方
亨
前
立
、
惟
敬
捧
印
立
階
下
、
良
久
。
忽
殿
上
黄
幄
開
、

一
老
叟
曳
杖
挟
二
青
衣
而
出
。
即
関
白
秀
吉
也
。
侍
衛
呼
噪
、
二
人
匍
伏
。

老
叟
頗
加
詬
譲
。
行
長
曰
、
此
天
朝
送
礼
人
、
宜
優
待
之
。
始
出
就
館
。
次

日
、
宴
冊
使
。
惟
敬
方
発
言
撤
兵
通
好
。
関
白
即
怒
曰
、
天
朝
遣
使
封
我
、

我
不
敢
辞
、
朝
鮮
決
不
許
和
。（
七
オ
）19

両
記
事
は
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
が
、「
一
老
叟
」の
正
体
に
つ
い
て
、『
両
朝
平

攘
録
』に
は
た
だ「
即
関
白
也
」と
書
い
て
あ
る
の
に
対
し
、『
武
備
志
』に
は「
即
関

白
秀
吉
也
」と
敷
衍
さ
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

関
白
秀
吉
は「
明
の
皇
帝
が
私
を

国
王
に
封
ず
る
こ
と
は
と
も
か
く
、
朝
鮮
の
仕
打
ち
は
許
せ
な
い
」と
言
っ
て
、
明

に
対
し
て
は
あ
く
ま
で
も
恭
順
の
姿
勢
を
示
し
た
と
い
う
の
が
、
中
国
の
作
品
の

主
張
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
講
和
交
渉
の
決
裂
の
原
因
を
朝
鮮
に
転
嫁
す
る
記

事
は
、『
豊
臣
秀
吉
譜
』巻
下
と
堀
正
意『
朝
鮮
征
伐
記
』巻
五「
於
二
伏
見
城
一
饗
二

応
大
明
両
使
一
事
付
和
議
破
事
」に
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

『
豊
臣
秀
吉
譜
』

方
亨
在
前
、
惟
敬
捧
金
印
立
階
下
。
少
焉
殿
上
黄
幄
開

矣
、
秀
吉
使
侍
臣
二
人
持
太
刀
腰
刀
而
出
、
群
臣
望
見
而
皆
稽l

。
惟
敬
深

懼
持
金
印
而
匍
匐
、
方
亨
唯
随
惟
敬
之
所
為
而
戦
栗
。
秀
吉
労
之
。
両
使
以

為
責
己
、
故
其
足2

3

、
其
口
囁4

。
時
行
長
進
曰
、
大
明
聘
使
謹
可
行
其

礼
。（
中
略
）大
明
遣
使
封
我
、
々
甚
雖
不
満
意
而
先
姑
忍
之
、
朝
鮮
求
和
者

決
而
不
許
之
。（
三
三
オ
、
三
四
オ
・
ウ
）20

『
朝
鮮
征
伐
記
』

正
使
方
亨
ま
へ
に
あ
り
、
惟
敬
金
印
を
さ
ゝ
げ
て
階
下

に
立
や
ゝ
久
し
う
し
て
、
殿
上
の
黄
幄
ひ
ら
く
。
太
閤
、
二
人
の
侍
従
に
太

刀
か
た
な
を
も
た
せ
、
両
方
に
し
た
が
へ
て
出
給
ふ
。
百
官
こ
と

〈
く
は

じ
め
よ
り
侍
座
す
。
御
座
に
つ
き
給
ふ
と
き
、
百
官
み
な
稽
首
す
。
惟
敬
恐

懼
し
て
金
印
を
持
な
が
ら
匍
匐
す
。
方
亨
は
た
ゞ
惟
敬
が
す
る
ま
ね
を
し
て

ふ
る
ひ
わ
な
ゝ
け
り
。
太
閤
こ
と
は
を
か
け
給
へ
ば
、
せ
め
給
ふ
か
と
冊
使

は
い
よ

〈
や
す
か
ら
ざ
り
け
る
を
、
行
長
す
ゝ
み
出
て
、
こ
れ
天
朝
礼
を

と
ぐ
る
の
時
也
、
つ
ゝ
し
ん
で
礼
を
お
こ
な
は
る
べ
し
。（
中
略
）大
み
ん
は

さ
も
有
ぬ
べ
し
、
小
西
が
和
議
本
意
に
あ
ら
ず
。（
一
ウ
・
二
オ
、
五
ウ
・
六

オ
）21

両
記
事
の
間
に
直
接
的
な
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
両
作
品
は
そ
れ
ぞ

れ『
両
朝
平
攘
録
』と『
武
備
志
』の
中
の
一
方
、
ま
た
は
両
方
の
内
容
を
受
け
継
い

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
豊
臣
秀
吉
の
前
で
怯
え
る
明
の
使
節
の
姿
を
描
写
す

る
の
は
両
記
事
に
共
通
す
る
が
、
こ
れ
は『
両
朝
平
攘
録
』・『
武
備
志
』に
は
な
か
っ

た
内
容
で
あ
る
。
中
国
の
作
品
の
内
容
を
利
用
し
な
が
ら
も
、
都
合
に
よ
っ
て
叙

述
を
変
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）、
壬
辰
倭
乱
を
題
材
と
す
る
二
つ
の
作
品
が
刊
行
さ
れ

る
。
姓
貴『
朝
鮮
軍
記
大
全
』（
全
四
十
巻
、
八
月
吉
日
）と
馬
場
信
意『
朝
鮮
太
平
記
』

（
全
三
十
巻
、
中
秋
下
旬
）が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
両
作
品
は
と
も
に
漢
字
片
仮
名

混
じ
り
文
で
、
壬
辰
倭
乱
に
お
け
る
日
本
側
と
中
国
側
の
動
向
に
関
す
る
内
容
は
、

『
両
朝
平
攘
録
』・『
武
備
志
』及
び『
豊
臣
秀
吉
譜
』・『
朝
鮮
征
伐
記
』の
内
容
と
共
通

し
て
い
る
が
、
当
時
の
韓
国
側
の
動
向
に
関
し
て
は
、
元
禄
八
年（
一
六
九
五
）に

和
刻
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
韓
国
の『
懲h

録
』の
内
容
を
継
承
し
て
い
る
。
東
ア

ジ
ア
三
国
の
壬
辰
倭
乱
作
品
群
を
対
照
検
討
し
、
総
合
し
た
こ
と
に
両
作
品
の
意

義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
22
。『
懲h

録
』に
関
し
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ

で
は
、『
朝
鮮
軍
記
大
全
』巻
二
七「
大
明
両
使
到
二
着
日
本
一
事
」
・
同「
追
二
立

大
明
使
者
一
事
」と『
朝
鮮
太
平
記
』巻
十
七「
冊
使
登
城
事
」
・
同「
使
臣
等
帰
国
事
」

に
お
け
る
、
明
・
日
本
の
講
和
交
渉
に
当
た
る
記
事
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。



『
朝
鮮
軍
記
大
全
』

其
時
儀
式
ニ
ハ
、
方
亨
前
ニ
進
メ
バ
、
惟
敬
金
印
ヲ

捧
ゲ
テ
階
下
ニ
立
ツ
。
少
ラ
ク
ア
ツ
テ
殿
上
ノ
黄
ナ
ル
幄
ヲ
開
キ
掲
レ
ハ
、

秀
吉
ハ
近
従
ノ
臣
二
人
清
ゲ
ナ
ル
若
士
ニ
麗
シ
キ
装
束
シ
タ
ル
ニ
太
刀
刀
ト

リ
持
テ
其
左
右
ニ
並
ミ
居
タ
リ
。
遥
カ
下
座
ニ
並
居
タ
ル
諸
大
名
、
御
出
座

ノ
体
ヲ
望
ミ
見
ル
ヨ
リ
、
各
々
頭
ヲ
地
ニ
下
シ
テ
稽l

ス
ル
ニ
、
惟
敬
深
ク

懼
レ
ヲ
ナ
シ
、
金
印
ヲ
持
ナ
カ
ラ
匍
匍

<

マ
マ>

シ
テ
見
苦
キ
卑
礼
ヲ
ナ
ス
。
方
亨
モ

亦
兎
角
ニ
惟
敬
ガ
ス
ル
処
ノ
マ
ネ
ヲ
シ
テ
懼
レ
慄
ク
バ
カ
リ
ナ
リ
。
太
閤
ハ

言
辞
ヲ
カ
ケ
テ
労
困
ナ
リ
ト
ノ
タ
マ
ヘ
バ
、
己
ヲ
シ
カ
リ
玉
フ
ゾ
ト
意
得
テ
、

冊
使
ハ
弥
身
体
ヤ
ス
カ
ラ
ズ
見
ヘ
タ
ル
ニ
、
行
長
ト
キ
ニ
進
出
テ
、
天
朝
正

ニ
礼
ヲ
行
ノ
時
ナ
レ
バ
敬
デ
事
ヲ
終
ラ
ル
ベ
シ
ト
警
、（
中
略
）大
明
ヨ
リ
使

ヲ
遣
シ
テ
我
ヲ
封
ズ
ル
ノ
仕
方
ニ
於
テ
、
甚
ダ
意
ニ
満
ズ
ト
雖
ド
モ
、
シ
カ

レ
ド
モ
先
ツ
姑
ク
コ
レ
ヲ
堪
忍
セ
リ
。
併
ラ
朝
鮮
ノ
和
ヲ
求
ル
者
ハ
決
シ
テ

コ
レ
ヲ
許
サ
ズ
。（
三
ウ
・
四
オ
、
七
ウ
）23

『
朝
鮮
太
平
記
』

正
使
楊
方
亨
ハ
前
ニ
ア
リ
。
副
使
沈
惟
敬
ハ
金
印
ヲ
捧

ゲ
テ
階
下
ニ
立
。
良
久
シ
フ
シ
テ
、
殿
上
ノ
黄
幄
開
ク
。
太
閤
秀
吉
公
、
青

衣
ノ
侍
臣
二
人
ニ
太
刀
腰
刀
ヲ
持
セ
、
杖
ヲ
ツ
カ
セ
玉
ヒ
、
内
ヨ
リ
出
御
ア

レ
バ
、
出
仕
ノ
諸
大
名
、
皆
首
ヲ
席
ニ
著
テ
稽l

ス
。
沈
惟
敬
恐
懼
シ
テ
。

金
印
ヲ
持
ナ
ガ
ラ
匍
匐
テ
揮
ヒ
ケ
レ
バ
、
方
亨
ハ
唯
惟
敬
ガ
ス
ル
真
似
ヲ
シ

テ
、
其
ニ
揮
ヒ
戦
栗
ケ
リ
。
秀
吉
公
唐
使
ヲ
御
覧
ジ
、
御
詞
ヲ
掛
玉
ヘ
バ
、

冊
使
ハ
己
レ
ヲ
責
玉
フ
カ
ト
、
猶
面
ヲ
赤
フ
シ
揮
ヒ
ケ
リ
。
其
時
行
長
進
ミ

出
テ
、
明
ノ
使
臣
礼
ヲ
行
フ
ベ
キ
ノ
時
ナ
リ
ト
云
フ
。（
中
略
）大
明
吾
ヲ
日

本
国
王
ニ
封
ヌ
ル
コ
ソ
安
カ
ラ
ネ
。
然
レ
ド
モ
我
姑
ラ
ク
是
ヲ
忍
フ
。
朝
鮮

王
李_

ガ
和
ヲ
求
ル
事
ハ
、
決
シ
テ
是
ヲ
許
サ
ジ
。（
四
ウ
・
五
オ
、
十
ウ
・

十
三
オ
）24

両
作
品
の
関
連
箇
所
も
、
先
行
作
品
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
最
後
に
、『
絵
本
太
閤
記
』七
篇
巻
五「
太
閤
怒
二
大
明
璽
書
一
」の
該
当
記
事

を
引
く
が
、
こ
こ
で
、『
豊
臣
秀
吉
譜
』を
和
訳
し
た『
豊
臣
秀
吉
伝
』（『
将
軍
記
』の

一
部
）巻
下
二
の
関
連
箇
所
を
一
緒
に
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
い
。『
豊
臣
秀
吉
伝
』

を
含
む『
将
軍
記
』の
成
立
事
情
や
享
受
の
様
相
は
明
ら
か
で
な
い
が
25
、
漢
文
体
の

『
豊
臣
秀
吉
譜
』よ
り
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。

『
豊
臣
秀
吉
伝
』

正
使
楊
方
亨
は
前
に
、
副
使
沈
惟
敬
は
大
明
帝
の
金

印
を
さ
ゝ
げ
て
階
の
下
に
立
た
り
。
少
頃
あ
り
て
殿
上
の
幕
を
ひ
ら
き
、
秀

吉
公
近
習
二
人
に
太
刀
腰
刀
も
た
せ
て
ゆ
る
ぎ
出
給
へ
ば
、
並
居
た
る
大
名

か
う
べ
を
地
に
つ
く
。
沈
惟
敬
ふ
か
く
お
そ
れ
て
金
印
を
も
ち
て
匍
匐
出
た

り
。
楊
方
亨
お
な
し
く
匍
匐
て
ふ
る
ひ
わ
な
ゝ
き
足
す
く
み
口
つ
ゞ
み
て
色

を
う
し
な
ふ
。
小
西
行
長
す
ゝ
み
て
、
大
明
の
使
者
そ
の
礼
を
お
こ
な
ふ
べ

し
と
い
ふ
。（
二
三
ウ
）26

『
絵
本
太
閤
記
』

明
の
正
使
楊
方
亨
人
名
副
使
沈
惟
敬
人
名
、
明
帝
の

金
印
を
捧
げ
階
下
に
立
ば
、
殿
上
な
る
錦
の
幕
を
開
き
、
太
閤
威
儀
を
繕
ひ

給
ひ
近
士
二
人
に
太
刀
腰
刀
を
持
せ
揺
ぎ
出
給
へ
ば
、
上
下
に
並
居
る
大
名

小
名
、
頭
を
地
に
付
平
伏
す
。
楊
方
亨
人
名
沈
惟
敬
人
名
思
は
ず
匍j

し
て

震
ひ
懼
れ
足
す
く
み
口
噤
み
色
を
失
ふ
有
さ
ま
は
、
虎
に
逢
し
鼠
に
似
た
り
。

小
西
行
長
進
み
出
て
、
大
明
の
使
者
恐
る
ゝ
事
を
止
て
礼
を
行
ふ
べ
し
と
申

す
。（
八
ウ
・
九
オ
）

少
な
く
と
も
、
講
和
交
渉
を
扱
う
記
事
に
お
い
て
は
、『
絵
本
太
閤
記
』の
該
当

箇
所
は
、
い
ま
ま
で
検
討
し
て
き
た
諸
作
品
の
中
で
は
、『
豊
臣
秀
吉
伝
』の
そ
れ

に
最
も
類
似
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、『
絵
本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
の
壬
辰
倭
乱
関
連
の
記
事
の
典
拠
を『
豊

臣
秀
吉
伝
』一
つ
に
絞
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、『
絵
本
太
閤
記
』初
篇
巻

二
の
挿
絵
に『
武
備
志
』の
書
名
が
登
場
す
る
の
は
、『
絵
本
太
閤
記
』の
執
筆
に
際

し
て『
武
備
志
』を
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
を
、
作
者
が
誇
示
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、『
朝
鮮
征
伐
記
』に
関
す
る
中
村
幸
彦
氏
の
ご
指
摘
に

つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、『
朝
鮮
征
伐
記
』と『
絵
本
太
閤
記
』と
の
関
連
に
つ
い
て
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も
考
慮
す
べ
き
点
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
耳
塚（
実
は
鼻
塚
）関
連
の
記
事
が
壬
辰

倭
乱
作
品
群
の
個
別
作
品
の
ど
こ
に
位
置
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
と
、
こ
こ
ま
で

検
討
し
て
き
た
壬
辰
倭
乱
作
品
群
の
内
で
は
、『
朝
鮮
征
伐
記
』と『
絵
本
太
閤
記
』

だ
け
が
、
作
品
の
終
結
部
に
耳
塚
記
事
を
位
置
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
絵

本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
で
は
、『
両
朝
平
攘
録
』
・『
武
備
志
』な
ど
の
中
国
の
作

品
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
部
分
と
、

中
国
の
作
品
に
影
響
さ
れ
て
江
戸
時
代
初
期

に
著
さ
れ
た『
豊
臣
秀
吉
譜
』
・『
豊
臣
秀
吉
伝
』な
ど
の
日
本
の
作
品
か
ら
の
影
響

の
部
分
と
が
、
共
に
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二．
〈
韓
国（
朝
鮮
王
朝
）の
作
品
と
そ
の
影
響
作
〉

『
絵
本
太
閤
記
』の
壬
辰
倭
乱
関
連
の
記
事
に
は
、
戦
争
を
経
験
し
た
朝
鮮
の
官

僚
、
柳
成
竜（
一
五
四
二
‐
一
六
〇
七
）の
著
作
で
あ
る『
懲h

録
』と『
西i

先
生
文

集
』も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
懲h

録
』は
、
宣
祖
三
二
年（
一
五
九
九
）以
後
の
四
‐
五
年
間
に『
草
本
懲h

録
』

が
執
筆
さ
れ
、
仁
祖
二
○
年（
一
六
四
二
）に
は『
草
本
懲h

録
』と
そ
の
他
の
記
録

を
合
わ
せ
た
一
六
巻
本
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
一
六
巻
本
の
巻
一
・
二
に
当
た
る
二

巻
本
が
刊
行
さ
れ
る
27
。
こ
の
二
巻
本『
懲h

録
』が『
異
称
日
本
伝
』（
一
六
八
八
）に

抄
録
さ
れ
、
二
巻
本
を
四
巻
に
分
け
て
訓
点
を
施
し
、
貝
原
益
軒
序
を
付
け
た
和

刻
版（
元
禄
八
年
〈
一
六
九
五>

、
京
・
大
和
屋
伊
兵
衛
）が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
対
馬
藩
の
宗
家
文
庫
の
目
録
で
あ
る『
天
和

三
年
目
録
』に『
懲h

録
』の
書
名
が
記
さ
れ
て
い
て
28
、
す
で
に
天
和
三
年（
一
六
八

三
）に『
懲h

録
』が
日
本
に
将
来
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
十
七
世
紀
後

半
に
将
来
さ
れ
た『
懲h

録
』は
、
以
後
、
松
浦
允
任『
朝
鮮
通
交
大
紀
』（
享
保
十
年

〈
一
七
二
五
〉
自
序
）、
佐
々
木
恵
吉『
懲h

録
国
字
解
』（
寛
政
八
年
〈
一
七
九
六
〉

刊
）、
秋
里
籬
島『
絵
本
朝
鮮
軍
記
』（
寛
政
十
二
年
〈
一
八
〇
〇
〉
刊
）、
川
口
長
孺

『
征
韓
偉
略
』（
天
保
二
年
〈
一
八
三
一
〉
刊
）、
山
崎
尚
長『
朝
鮮
征
討
始
末
記
』（
文

政
十
一
年
〈
一
八
二
八
〉
序
、
嘉
永
七
年
〈
一
八
五
四
〉
刊
）、
そ
し
て
文
芸
作
品
と

し
て
は
洒
落
本『
北
里
懲h

録
』（
明
和
五
年
〈
一
七
六
八
〉
刊
）
な
ど
、『
懲h

録
』は

数
多
く
の
作
品
に
お
い
て
、
先
行
作
品
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
、『
絵
本
太

閤
記
』も『
懲h

録
』の
影
響
の
範
囲
内
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
29
。

『
絵
本
太
閤
記
』六
篇
巻
三「
諸
大
将
率
レ
軍
赴
二
筑
紫
一
」の
割
注
に
は
、『
懲h

録
』と
い
う
書
名
が
登
場
す
る
。

『
絵
本
太
閤
記
』

懲h

録
に
、
明
の
援
兵
朝
鮮
に
来
り
、
平
壌
に
有
て
練

光
亭
よ
り
日
本
の
兵
を
望
み
見
し
に
、
江
上
に
往
来
す
る
者
大
剣
を
荷
ふ
、

日
光
下
り
射
て
電
の
ご
と
し
、
こ
れ
は
真
の
剣
に
あ
ら
ず
、
白
鑞
を
沃
た
る

者
也
、
と
見
へ
た
る
は
此
二
士
の
木
剣
の
事
に
や
。（
五
ウ
）

『
懲h

録
』

往
来
江
上
者
、
或
一
二
、
或
三
四
、
荷
大
劔
、
日
光
下
射
、

閃
々
如
電
、
或
云
非
真
劔
、
以
木
為
之
、
沃
以
白
鑞
、
以
眩
人
眼
者
。
然
遠

不
可
辨
。（
巻
二
・
三
ウ
）
30

一
方
、
六
篇
巻
五「
加
藤
清
正
深
入
二
北
道
一
」に
は
、
加
藤
清
正
の
部
隊
の
案
内

役
を
さ
せ
ら
れ
た
人
に
関
す
る
記
事
が
載
せ
て
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は『
懲h

録
』

巻
二
の
記
事
に
同
じ
で
あ
る
。

『
絵
本
太
閤
記
』

爰
に
日
本
の
言
に
通
じ
常
に
人
と
物
語
る
に
日
本
人
は

兎
し
て
角
し
て
な
ん
ど
見
た
る
斗
に
噺
す
る
者
あ
り
。
朝
鮮
人
渠
を
号
て
倭

学
通
事
咸
廷
虎
咸
は
性
な
り
廷
虎
は
名
也
と
唱
習
せ
り
。
此
咸
廷
虎
清
正
に

捕
へ
ら
れ
終
に
軍
中
の
通
事
を
な
せ
り
。（
三
ウ
）

『
懲h

録
』

有
倭
学
通
事
咸
廷
虎
者
、
在
京
城
、
為
賊
将
清
正
所
得
、
同

随
清
正
、
入
北
道
、
賊
退
後
、
逃
還
京
城
、
見
余
言
北
道
事
頗
詳
。（
三
ウ
）

傍
線
の
部
分
は
、
加
藤
清
正
の
部
隊
の
動
き
を
柳
成
竜
に
知
ら
せ
た
事
が『
懲h

録
』に
記
さ
れ
て
い
る
、
咸
廷
虎
と
い
う
人
物
に
対
す
る
、『
絵
本
太
閤
記
』の
皮
肉

な
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
記
事
の
中
の
、「
咸
は
姓
な
り
廷
虎
は
名
也
」と
の

割
注
は
、
外
国
の
人
名
に
馴
染
ん
で
い
な
い
読
者
へ
の
配
慮
で
あ
ろ
う
が
、
実
は
、

作
者
も
中
国
・
韓
国
の
人
名
に
馴
染
ん
で
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
絵
本
太
閤



記
』七
篇
巻
七「
清
正
黄
石
山
城
斬
二
郭
　
　
一
」と『
懲h

録
』巻
四
と
を
取
り
上
げ

る
。

『
絵
本
太
閤
記
』

爰
に
黄
石
山
地
名
の
城
に
楯
籠
し
朝
鮮
の
大
将
其
名
を

郭
　
　
人
名
と
い
へ
り
け
る
。
義
勇
逞
き
者
に
て
、
部
下
の
隊
将
趙
宗
道
人

名
と
倶
に
此
山
城
に
要
害
を
構
へ
、
日
本
勢
押
来
ら
ば
命
か
ぎ
り
に
防
ぎ
戦

ん
と
手
ぐ
す
ね
引
て
待
か
け
た
り
。
日
本
の
先
鋒
加
藤
主
計
頭
清
正
、
手
勢

を
率
て
黄
石
山
地
名
下
に
押
寄
せ
。（
中
略
）大
将
郭
　
　
人
名
、
今
は
是
迄
也

と
思
ひ
、
其
子
郭
祥
人
名
郭
厚
人
名
婿
の
柳
文
虎
人
名
と
一
同
に
大
手
の
城
門

を
開
き
、
竹
葦
の
ご
と
く
推
並
び
た
る
日
本
勢
の
正
中
へ
面
も
ふ
ら
ず
切
て

入
、
七
顛
八
倒
し
て
討
廻
れ
ば
、
勇
み
進
み
し
日
本
勢
、
此
鋒
先
に
切
砕
か

れ
四
方
へ
ば
つ
と
ぞ
退
た
り
け
る
。（
中
略
）城
の
矢
倉
に
は
郭
　
　
　
人
名
が

女
則
柳
文
虎
人
名
が
妻
の
郭
氏
人
名
、
父
と
夫
と
兄
弟
が
生
死
を
き
は
む
る
戦

ひ
な
れ
ば
目
も
は
な
さ
ず
見
居
た
る
に
、
父
の
郭
　
　
人
名
が
最
期
の
有
さ
ま

に
目
も
く
れ
て
倒
れ
ふ
し
け
る
が
、
夫
の
文
虎
人
名
は
木
村
又
蔵
と
二
三
合
打

合
し
が
叶
は
ず
し
て
逃
行
を
、
又
蔵
追
か
け
鎧
の
上
お
び
掴
ん
で
中
に
提
げ

生
捕
に
し
て
退
き
け
る
。
郭
氏
女
名
こ
れ
を
見
て
、
今
は
浮
世
に
望
な
し
と

櫓
の
上
よ
り
数
十
丈
の
岸
下
に
身
を
投
じ
微
塵
に
砕
け
て
死
し
た
り
け
る
。

（
中
略
）郭
　
　
人
名
が
部
下
の
将
趙
宗
道
人
名
は
、（
中
略
）大
将
悉
く
討
死
せ

り
と
見
て
げ
れ
ば
、
今
は
誰
が
為
に
か
罪
を
作
ら
ん
と
独
り
言
し
て
、
我
妻

子
を
引
と
ら
へ
心
下
を
一
刀
に
さ
し
貫
き
、
自
も
首
を
刎
て
死
し
た
り
け
る
。

辞
世
の
句
あ
り
。
曰
く
、p

o

山
外
生
猶
喜
。
巡
遠
城
中
死
亦
栄
。（
二
オ
、

三
ウ
・
四
オ
、
五
ウ
）

『
懲h

録
』

安
陰
監
郭
　
　
、
入
黄
石
山
城
。（
中
略
）諸
軍
皆
潰
、
賊

入
城
、

与
子
履
祥
履
厚
皆
死
。

女
嫁
柳
文
虎
、
文
虎
為
倭
所q

、

郭
氏
已
出
城
聞
之
、
謂
其
婢
曰
、
父
死
而
不
死
、
為
有
夫
在
耳
、
今
夫
又
執
、

吾
何
生
為
、
自
経
死
。
趙
宗
道
、
嘗
曰
、
吾
嘗
従
大
夫
之
後
、
不
可
与
犇
鼠

之
徒
、
同
死
草
間
、
死
則
当
明
白
死
耳
、
率
妻
子
入
城
中
。
作
詩
曰
、p

o

山
外
生
猶
喜
、
巡
遠
城
中
死
亦
栄
。
遂
与
　
　
同
被
害
。（
三
オ
・
ウ
）

『
懲h

録
』の「
安
陰
監
郭
　

（
中
略
）与
子
履
詳
履
厚
」が
、『
絵
本
太
閤
記
』で

は「
大
将
郭
　

（
中
略
）其
子
郭
祥
郭
厚
）」
に
変
わ
っ
て
い
る
。『
懲h

録
』で
は
、

父
の
フ
ル
ネ
ー
ム
で
あ
る「
郭
　
　
」を
提
示
し
た
の
で
、
息
子
の
苗
字
は
省
い
た

わ
け
で
あ
る
が
、
作
者
は
何
ら
か
の
理
由
で
、
息
子
の
名
前
の
中
の「
履
」を
わ
ざ

わ
ざ「
郭
」に
変
え
た
。

次
に
、『
絵
本
太
閤
記
』七
篇
巻
十
一「
関
帝
霊
現
」の
前
半
と
、『
懲h

録
』巻
三

の
そ
れ
に
当
た
る
箇
所
、
そ
し
て
、『
朝
鮮
軍
記
大
全
』巻
二
十「
朝
鮮
国
飢
饉
事
」

を
取
り
上
げ
る（『
朝
鮮
太
平
記
』に
は
該
当
箇
所
が
な
い
）。

『
絵
本
太
閤
記
』

其
中
に
も
殊
に
哀
れ
也
け
る
は
、
二
三
歳
の
お
さ
な
子

の
、
匍
匐
し
て
飢
死
た
る
母
の
乳
ぶ
さ
を
含
み
て
啼
た
る
な
ど
、
誰
か
是
を

憐
ま
ざ
ら
ん
、
何
者
か
之
を
歎
か
ざ
ら
ん
や
。
朝
鮮
の
相
丞
柳
成
竜
人
名
あ

ま
り
の
詮
か
た
な
さ
に
、
松
の
葉
樹
の
皮
を
粉
に
な
し
て
米
の
粉
を
少
し
ま

じ
へ
湯
に
か
き
ま
ぜ
て
飢
た
る
民
に
与
へ
ぬ
れ
ど
、
其
物
は
か
ぎ
り
あ
り
て

飢
人
は
か
ぎ
り
な
し
。
終
に
救
ひ
得
べ
き
事
に
も
あ
ら
ず
。（
一
四
オ
、
一
五
ウ
）

『
懲h

録
』

査
総
兵
、
於
馬
山
路
中
、
見
小
児
匍
匐
、
飲
死
母
乳
、
哀
而

収
之
、
育
於
軍
中
。
謂
余
曰
、
倭
賊
未
退
、
而
人
民
如
此
、
将
奈
何
。
乃
歎

息
曰
、
天
愁
地
惨
矣
。
余
聞
之
、
不
覚
流
涕
。（
中
略
）以
前
郡
守
南
宮
悌
、

為
監
賑
官
、
取
松
葉
為
屑
、
毎
松
屑
十
分
、
合
米
屑
一
合
、
投
水
以
飲
之
。

人
多
穀
少
、
所
活
無
幾
。（
一
三
オ
）

『
朝
鮮
軍
記
大
全
』

明
将
査
大
受
ハ
馬
山
ト
云
ヘ
ル
山
中
ヲ
通
ル
ト
テ
、

二
三
歳
ノ
小
児
ノ
匍
匐
シ
ナ
カ
ラ
、
飢
テ
死
シ
タ
ル
母
ノ
乳
フ
サ
ヲ
飲
ム
ヲ

見
ル
ニ
、
ア
マ
リ
ニ
忍
ビ
ヌ
哀
レ
ナ
レ
バ
ト
テ
、
軍
人
ニ
命
シ
テ
此
子
ヲ
ト

リ
収
メ
、
軍
中
ニ
連
カ
ヘ
リ
テ
養
育
ヲ
ナ
サ
シ
メ
タ
ル
ハ
、
情
ア
リ
テ
ゾ
聞

ヘ
ケ
ル
。
査
大
受
ハ
柳
成
竜
ニ
打
向
ヒ
、
朝
鮮
国
ノ
困
窮
彼
ホ
ド
マ
デ
ニ
至

リ
極
ツ
テ
猶
倭
ノ
軍
ノ
退
カ
ザ
ル
。
マ
サ
ニ
是
ヲ
如
何
ン
セ
ン
ス
ル
ゾ
ト
云

ヒ
ヤ
ン
テ
、
二
人
ハ
ト
モ
ニ
不
覚
涙
ヲ
流
シ
ケ
ル
。（
中
略
）坡
州
ノ
前
ノ
郡
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主
、
南
宮
悌
ト
云
ヘ
ル
者
ヲ
奉
行
ト
シ
、
松
葉
ヲ
ト
リ
テ
細
屑
ト
ナ
シ
、
松

粉
屑
十
分
ニ
、
米
粉
一
合
ヲ
合
シ
テ
、
コ
レ
ヲ
水
ニ
カ
キ
マ
ゼ
テ
人
々
ニ
与

フ
ル
ニ
、
飢
人
多
シ
テ
穀
少
ケ
レ
バ
、
活
ス
所
ハ
幾
モ
ナ
ク
。（
九
オ-

十
オ
）

『
懲h
録
』に
描
か
れ
て
い
る
、
死
ん
だ
母
と
そ
の
子
の
こ
と
や
、
松
の
皮
ま
で

食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
柳
成
竜
の
私
的
な
観
察
・
体
験
に

基
づ
い
た
文
章
で
あ
る
が
、『
朝
鮮
軍
記
大
全
』を
経
て『
絵
本
太
閤
記
』に
受
け
継

が
れ
る
様
相
が
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
箇
所
に
続
い
て
、『
絵
本
太
閤
記
』「
関
帝
霊
現
」に
は
、『
懲h

録
』や『
朝
鮮
軍
記
大
全
』に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
文
章
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
柳
成
竜
の
も
う
一
つ
の
著
作
で
あ
る『
西i

先
生
文
集
』（『
西i

文
集
』と

も
）
巻
十
六「
記
関
王
廟
」か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
西i

先
生
文
集
』

は
、
仁
祖
十
年（
一
六
三
二
）に「
本
集
」二
十
巻
が
、
そ
の
後
に「
別
集
」四
巻
・「
年

譜
」三
巻
が
刊
行
さ
れ
た
31
。『
天
和
三
年
目
録
』に
は
、『
懲h

録
』と
並
ん
で『
西i

先
生
文
集
』
・『
西i

文
集
』
・『
西i

集
』の
書
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
天
和
三

年
）の
対
馬
藩
に
は『
懲h

録
』と『
西i

先
生
文
集
』と
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
対
馬
藩
の『
朝
鮮
通
交
大
紀
』や
水
戸
藩
の『
征
韓
偉
略
』な
ど
の
歴
史
書
に

は
両
書
が
共
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、『
絵
本
太
閤
記
』で

も
両
書
は
共
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
絵
本
太
閤
記
』

爰
に
明
の
将
軍
麻
貴
人
名
が
部
下
の
将
に
陳
寅
人
名
と

い
ふ
者
あ
り
。
過
し
正
月
蔚
山
地
名
の
城
を
責
し
時
、
明
軍
利
を
失
ひ
て
退

き
し
に
、
此
陳
寅
人
名
鉄
炮
に
右
の
足
を
打
抜
れ
陣
中
に
帰
り
て
疵
を
治
す

れ
ど
も
癒
ず
、
二
月
に
至
つ
て
い
よ

〈
痛
み
堪
が
た
く
、
車
に
乗
て
明
の

都
へ
帰
り
け
る
か
、
道
に
崇
礼
門
外
の
山
の
麓
に
寓
り
け
る
が
、（
中
略
）終

に
巍
々
た
る
大
廟
を
建
立
せ
り
。
其
安
置
す
る
神
像
は
土
を
以
て
之
を
塑
り

面
赤
く
し
て
重
棗
の
ご
と
く
鳳
眼
に
し
て
髯
長
く
身
に
緑
衣
を
着
た
り
。
左

右
に
関
平
周
倉
の
両
像
大
剣
を
持
し
て
侍
立
す
。
儼
然
と
し
て
生
る
が
ご
と

し
。
大
明
神
宗
皇
帝
陳
寅
人
名
が
奏
す
る
に
此
廟
の
成
れ
る
を
聞
き
、
自
ら

駕
を
め
ぐ
ら
し
て
廟
前
に
拝
し
、
倭
冦
退
散
の
祭
り
を
行
ひ
た
ま
ふ
。
是
よ

り
後
此
廟
前
を
過
る
将
卒
或
は
民
庶
或
は
男
女
に
至
る
迄
悉
く
拝
し
神
助
を

求
め
て
賊
を
却
ん
と
祈
る
。
時
に
五
月
十
三
日
関
帝
の
生
日
也
と
て
、
朝
鮮

王
李_

爰
に
詣
で
大
き
に
祭
を
行
ひ
、
大
明
の
軍
将
等
も
皆
集
り
拝
し
等
し
く

祈
念
し
て
曰
く
、
関
帝
大
聖
も
し
国
家
の
危
難
を
救
ふ
べ
き
神
霊
あ
ら
ば
、

今
日
只
今
風
雨
雷
電
し
て
其
感
応
を
示
し
給
へ
。
も
し
応
験
な
く
ん
ば
爰
に

拝
す
る
輩
国
恩
を
報
じ
て
自
殺
す
べ
し
と
一
同
同
音
に
念
じ
け
る
は
毛
髪
も

動
く
計
な
り
。
此
日
天
気
清
明
に
し
て
空
に
一
点
の
雲
も
な
し
。
況
ん
や
五

月
中
旬
草
も
な
び
か
ぬ
炎
天
に
、
忽
西
北
よ
り
一
陣
の
怪
風
吹
発
り
黒
雲
四

方
に
散
満
し
雷
電
鳴
は
た
め
く
事
夥
し
。
爰
に
お
ひ
て
衆
人
躍
り
上
つ
て
悦

び
い
さ
み
、
か
く
著
明
霊
応
を
見
る
上
は
何
の
患
ひ
か
是
有
ん
と
愁
苦
の
色

を
引
か
へ
て
陣
所

〈
へ
帰
り
け
る
。
是
よ
り
朝
鮮
の
人
民
皆
関
帝
に
祈
誓

を
か
け
、
安
東
地
名
星
州
同
上
等
に
廟
堂
を
建
て
霊
像
を
置
て
偈
仰
す
る
事

お
こ
た
り
な
し
と
聞
へ
け
る
。（
十
七
ウ
・
十
八
オ
、
二
十
ウ
・
二
一
オ
）

『
西i

先
生
文
集
』

万
暦
壬
辰
、
我
国
為
倭
賊
所
侵
、
国
幾
亡
。
天
朝
発

兵
救
之
、
連
六
七
載
未
已
、
丁
酉
冬
、
天
将
合
諸
営
兵
、
進
攻
蔚
山
賊
塁
、

不
利
、
戊
戌
正
月
初
四
日
退
師
。
有
遊
撃
将
軍
陳
寅
、
力
戦
中
賊
丸
、
載
還

漢
都
調
病
、
廼
於
崇
礼
門
外
山
麓
。
創
起
廟
堂
一
坐
、
中
設
神
像
、
以
奉
関

王
。
諸
将
楊
経
理
以
下
、
各
出
銀
両
助
其
費
、
我
国
亦
以
銀
両
助
之
。
廟
威
、

上
亦
往
観
之
。
余
与
備
辺
司
諸
僚
、
随
駕
詣
廟
庭
再
拝
、
其
像
塑
土
為
之
、

面
赤
如
重
棗
、
鳳
目
、
髯
垂
過
腹
、
左
右
塑
二
人
、
持
大
剣
侍
立
、
謂
之
関

平
周
倉
、
儼
然
如
生
。
自
是
諸
将
、
毎
出
入
参
拝
、
皆
曰
、
為
東
国
求
神
助

卻
賊
。
五
月
十
三
日
、
大
祭
廟
中
云
、
是
関
王
生
日
。
若
有
雷
風
之
異
、
則

神
至
矣
。
是
日
天
気
清
明
、
午
後
黒
雲
四
起
、
大
風
自
西
北
来
、
雷
雨
並
作
、

有
頃
而
止
。
衆
人
皆
喜
曰
、
王
神
下
臨
矣
。
既
而
、
又
於
嶺
南
安
東
星
州
二

邑
建
廟
、
安
東
則5

石
為
像
、
星
州
土
塑
、
而
星
州
甚
著
霊
異
之
跡
云
。
未

幾
、
倭
酋
関
白
平
秀
吉
死
、
倭
諸
屯
悉
皆
撤
去
、
此
亦
理
之
難
測
者
也
。
豈



偶
然
耶
。（
一
六
オ
・
ウ
）
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先
の『
懲h

録
』同
様
、
こ
の『
西i

先
生
文
集
』所
収
の「
記
関
王
廟
」の
内
容
も
、

柳
成
竜
の
私
的
な
体
験
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る（「
余
与
備
辺
司
諸
僚
、
随
駕
詣

廟
庭
再
拝
」）。
傍
線
の
箇
所
を
比
べ
る
と
、「
記
関
王
廟
」で「
ソ
ウ
ル
」を
指
す
は

ず
の「
漢
都
」が
、『
絵
本
太
閤
記
』で
は「
漢（
中
国
）の
都
」す
な
わ
ち「
明
の
都
」と

誤
読
さ
れ
て
い
て
、「
記
関
王
廟
」で
は
朝
鮮
国
王
を
指
し
て
い
た「
上
」は「
明
の
皇

帝
」と
誤
読
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
記
関
王
廟
」の
最
後
に
は
、
関
王
の
霊
験
に
よ

っ
て
豊
臣
秀
吉
が
死
亡
し
、
日
本
軍
が
撤
退
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
関

帝
霊
現
」で
は
こ
の
箇
所
が
省
か
れ
て
い
る
。
豊
臣
秀
吉
の
死
亡
の
記
事
を
書
く
こ

と
へ
の
忌
避
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

壬
辰
倭
乱
の
戦
況
に
関
す
る『
絵
本
太
閤
記
』の
記
述
に
お
い
て
、<

中
国
の
作
品

と
そ
の
影
響
作>

が
強
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
柳
成

竜
の『
懲h

録
』・『
西i

先
生
文
集
』の
影
響
も
確
認
で
き
る
。
た
だ
、『
絵
本
太
閤

記
』の
壬
辰
倭
乱
記
事
に
お
い
て
、
中
国
の
作
品
と
そ
の
影
響
作
か
ら
の
引
用
の
箇

所
と
、『
懲h

録
』・『
西i

先
生
文
集
』か
ら
の
利
用
の
箇
所
と
は
、
異
な
る
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
先
立
っ
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た<

中
国
の
作
品
や
そ
の
影
響
作>

か
ら
は
、
戦
争
の
全
体
的
な
枠
と
、
戦
争
当
時
の
明
側
の
動
き
に
関
す
る
情
報
が

利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
懲h

録
』・『
西i

先
生
文
集
』か
ら
は
、
中
国
の
作
品

に
は
粗
略
に
記
さ
れ
て
い
る
、
戦
争
当
時
の
朝
鮮
側
の
動
き
や
、
明
軍
の
参
戦
以

前
の
戦
況
、
そ
し
て
、
特
に
柳
成
竜
の
個
人
的
な
経
験
の
記
録
が
引
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
中
国
系
・
韓
国
系
の
壬
辰
倭
乱
作
品
群
の
組
み
合
わ
せ
は
、
和

刻
版『
懲h

録
』の
刊
行
か
ら
十
年
後
の
一
七
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
た『
朝
鮮
軍
記
大

全
』と『
朝
鮮
太
平
記
』に
お
い
て
始
め
て
な
さ
れ
て
い
て
、『
絵
本
太
閤
記
』の
執
筆

に
お
い
て
も
、
両
作
品
の
こ
の
よ
う
な
執
筆
の
方
法
が
参
考
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
、
李
舜
臣
と
い
う
武
将
は
、
壬
辰
倭
乱
に
お
け
る
朝
鮮
側
の
英

雄
で
あ
り
、『
朝
鮮
軍
記
大
全
』
・『
朝
鮮
太
平
記
』
・『
絵
本
太
閤
記
』に
は
彼
の

活
躍
ぶ
り
が
つ
ぶ
さ
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
の
作
品
や
影
響
作
に
お
い
て
は
、

李
舜
臣
は
単
に「
李
統
制
」と
だ
け
呼
ば
れ
て
い
て
、
あ
く
ま
で
も
明
の
武
将
た
ち

の
脇
役
的
な
立
場
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
李
舜
臣
を
推
挙
し
た
当
事

者
で
も
あ
っ
た
柳
成
竜
の『
懲h

録
』に
お
い
て
、
李
舜
臣
は
こ
の
戦
争
の
立
役
者

と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、『
懲h

録
』の
将
来
に
よ
っ
て
、「
李
統
制
」は

「
李
統
制
舜
臣
」（『
朝
鮮
軍
記
大
全
』巻
三
八「
李
舜
臣
戦
死
事
」）と
な
っ
た
の
で
あ

る
。『
懲h

録
』の
作
者
で
あ
る
柳
成
竜
に
関
し
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。<

中
国

の
作
品
と
そ
の
影
響
作>

で
は
、
彼
は「
柳
承
」と
い
う
奸
臣
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

が
、『
懲h

録
』の
将
来
以
後
、「
柳
成
竜
」は
朝
鮮
側
の
重
要
な
人
物
と
し
て
登
場

す
る
よ
う
に
な
る
33
。

し
か
し
、『
絵
本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
は
、『
朝
鮮
軍
記
大
全
』・『
朝
鮮
太
平
記
』

等
の
作
品
の
単
な
る
亜
流
作
と
は
い
え
な
い
。〈
中
国
の
作
品
と
そ
の
影
響
作
〉
か

ら
の
影
響
を
検
討
し
た
時
、『
絵
本
太
閤
記
』の
作
者
は
、『
朝
鮮
征
伐
記
』・『
豊
臣

秀
吉
譜
』
・『
豊
臣
秀
吉
伝
』は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
原
点
で
あ
る『
武
備

志
』の
書
名
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
作
者
は

『
懲h

録
』の
書
名
を
明
記
し
て
、
自
分
が
ち
ゃ
ん
と『
懲h

録
』を
読
ん
で
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、『
朝
鮮
軍
記
大
全
』・『
朝
鮮
太
平
記
』に
は
載
せ
ら
れ

て
い
な
い
、『
西i

先
生
文
集
』所
収
の
記
事
を
も
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た

と
え
、
全
体
的
な
枠
は『
朝
鮮
軍
記
大
全
』・『
朝
鮮
太
平
記
』等
か
ら
借
り
て
き
た
も

の
で
あ
る
と
し
て
も
、『
絵
本
太
閤
記
』に
は『
絵
本
太
閤
記
』な
り
の
方
法
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

三．

太
閤
記
物

こ
れ
ま
で
、『
絵
本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
の
壬
辰
倭
乱
記
事
の
叙
述
に
お
け
る
、

〈
中
国
の
作
品
と
そ
の
影
響
作
〉
か
ら
起
源
し
た
記
事
と
〈
韓
国
の
作
品
と
そ
の
影

響
作
〉
か
ら
起
源
し
た
記
事
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
他
、『
絵
本

総研大文化科学研究 一一八
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太
閤
記
』第
六
・
七
篇
に
は
、〈
日
本
で
著
さ
れ
た
短
編
お
よ
び
、
そ
の
集
大
成
と

し
て
の『
太
閤
記
』〉
か
ら
起
源
し
た
記
事
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
六
篇
巻
八
か
ら
七

篇
巻
四
ま
で
の
〈
秀
次
と
石
川
五
右
衛
門
〉挿
話
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
り
、

よ
り
小
規
模
な
挿
話
も
散
見
す
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
挿
話
の
典
拠
と
し
て
、『
絵
本

太
閤
記
』第
一-
五
篇
と
密
接
な
関
連
を
持
つ『
太
閤
真
顕
記
』か
ら
の
継
承
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
が
、『
太
閤
真
顕
記
』に
は
そ
れ
と
思
し
き
記
事
が
見
当
た
ら
な

い
場
合
が
あ
る
。『
太
閤
真
顕
記
』十
二
篇
巻
十
九「
朝
鮮
国
征
伐
御
評
定
の
事
并
秀

吉
大
義
を
述
る
事
」に
は
、「
私
に
い
わ
く
異
国
合
戦
の
一
件
は
朝
鮮
太
平
記
に
書

す
る
所
、
爰
に
て
略
し
欠
け
た
る
を
顕
は
す
の
み
」34
と
記
さ
れ
て
い
て
、『
太
閤
真

顕
記
』に
お
け
る
壬
辰
倭
乱
記
事
が
粗
略
で
あ
る
理
由
が
、
壬
辰
倭
乱
作
品
群
の
存

在
と
関
係
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
壬
辰
倭
乱
の
戦
況
に
関
す
る

記
事
だ
け
で
な
く
、
戦
況
と
は
直
接
的
な
関
連
を
持
た
な
い
、
そ
の
時
期
に
起
こ

っ
た
事
件
に
関
す
る
記
事
も
ま
た
、『
太
閤
真
顕
記
』に
は
省
略
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
る
。
例
え
ば
、
豊
臣
秀
吉
の
死
後
に
行
わ
れ
た
、
遺
品
の
配
分
の
様
子
に
つ

い
て
、『
太
閤
真
顕
記
』十
二
篇
巻
二
九「
太
閤
御
不
例
諸
将
神
文
并
片
桐
江
御
遺
言

有
て
薨
去
の
事
」に
は
、「
評
に
い
わ
く
、
御
大
老
中
老
を
は
じ
め
と
し
て
大
小
名

へ
残
ら
ず
御
太
刀
・
脇
差
・
茶
器
・
掛
も
の
等
金
銀
配
分
し
玉
ふ
事
、
二
十
二
の

太
閤
記
に
委
く
あ
り
。
事
繁
き
ゆ
へ
是
を
略
す
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、

『
太
閤
記
』と
い
う
書
名
が
浮
上
す
る
の
で
あ
る
。

明
の
使
節
一
行
と
豊
臣
秀
吉
と
の
会
談
の
記
事
に
関
す
る
検
討
を
通
し
て
、『
絵

本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
に
お
け
る
壬
辰
倭
乱
の
戦
況
に
関
す
る
記
事
へ
の『
太
閤

記
』の
影
響
は
大
き
く
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
戦
況
と
は
直
接
関
連
を
持
た

な
い
記
事
の
中
で
は
、

中
国
系
・
韓
国
系
の
壬
辰
倭
乱
作
品
群
か
ら
起
源
し
た
記

事
で
も
な
く
、『
太
閤
真
顕
記
』に
も
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
太
閤
記
』に
は
載

せ
ら
れ
て
い
る
記
事
が
見
つ
か
る
。
そ
の
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、〈
秀
次
と
石

川
五
右
衛
門
〉
挿
話
を
除
い
た
、
豊
臣
秀
次
の
切
腹
記
事
は『
太
閤
記
』巻
十
七
か
ら
、

六
篇
巻
十「
太
閤
朝
鮮
之
戦
将
賞
罰
」所
収
の
瀬
川
采
女
正
の
挿
話
は『
太
閤
記
』巻

十
四「
秀
吉
公
憐
二
於
夫
婦
之
間
事
一
」か
ら
、
六
篇
巻
十「
太
閤
名
護
屋
陣
中
開
二

瓜
畠
一
」は『
太
閤
記
』巻
十
五「
秀
吉
公
異
形
の
御
出
立
に
て
御
遊
興
之
事
」か
ら
、

七
篇
巻
五「
蛮
船
漂
二
着
土
佐
国
一
」は『
太
閤
記
』巻
一
六「
土
佐
国
寄
船
之
事
」に
起

源
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
篇
巻
八
か
ら
七
篇
巻
四
ま
で
の
、
豊
臣
秀
次
関
連
の
記
事
の
場
合
、
秀
次
の

切
腹
に
関
し
て
は『
朝
鮮
征
伐
記
』
・『
豊
臣
秀
吉
譜
』を
は
じ
め
と
し
て
、
今
ま
で

検
討
し
て
き
た
す
べ
て
の
壬
辰
倭
乱
作
品
群
に
そ
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

秀
次
の
妻
子
の
生
害
の
描
写
は
、『
太
閤
記
』と『
絵
本
太
閤
記
』の
外
の
作
品
で
は

省
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
豊
臣
秀
次
と
石
川
五
右
衛
門
の
名
前
が
と
も
に
載
せ
ら

れ
て
い
る
作
品
に
は『
豊
臣
秀
吉
譜
』
・『
豊
臣
秀
吉
伝
』な
ど
が
あ
る
が
、
両
作
品

と
も
、
豊
臣
秀
次
事
件
と
石
川
五
右
衛
門
事
件
と
を
別
の
事
件
と
し
て
取
り
扱
っ

て
い
る
。
即
ち
、『
絵
本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
に
お
け
る<

秀
次
と
石
川
五
右
衛
門

>

挿
話
は
、
壬
辰
倭
乱
作
品
群
の
展
開
と
は
直
接
的
な
関
連
を
持
た
な
い
こ
と
が
分

か
る
。

六
篇
巻
十「
太
閤
名
護
屋
陣
中
開
二
瓜
畠
一
」は
、『
太
閤
記
』巻
十
五「
秀
吉
公
異

形
の
御
出
立
に
て
御
遊
興
之
事
」の
内
容
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
文
章
を
滑
ら
か
に

書
き
直
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
35

。

七
篇
巻
五「
蛮
船
漂
二
着
土
佐
国
一
」の
場
合
、『
太
閤
記
』巻
十
六「
土
佐
国
寄
船

之
事
」を
は
じ
め
と
し
て
、『
豊
臣
秀
吉
譜
』巻
下
、『
豊
臣
秀
吉
伝
』巻
下
二
、『
朝

鮮
太
平
記
』巻
十
七「
南
蛮
商
舶
寄
土
佐
国
事
」な
ど
に
類
似
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
挿
話
の
特
異
事
項
は
、
挿
話
に
登
場
す
る
国
名
と
、
生
存
者
の「
種
類
」

に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。

『
太
閤
記
』

南
蛮
国
よ
り
の
び
す
ぱ
ん
と
云
国
へ
、
商
買
の
た
め
通
ふ
舟

に
て
侍
り
け
る
が
、（
中
略
）残
て
黒
坊
二
百
五
十
人
、
し
ん
に
よ
ろ
十
人
余
、

商
人
三
十
人
許
有
。（
四
八
六
・
四
八
七
頁
）

『
豊
臣
秀
吉
譜
』

南
蛮
商
買
往
来
之
船
、（
中
略
）崑
崙
児
一
名
黒
厮
俗
号

黒
坊
二
百
五
十
人
、
商
人
三
十
人
許
。（
三
六
オ
）



『
豊
臣
秀
吉
伝
』

南
蛮
の
商
船
な
り（
中
略
）崑
崙
児
二
百
五
十
人
、
商
人

三
十
人
斗
、
し
ん
に
よ
郎
十
人
ば
か
り
。（
二
八
ウ
）

『
朝
鮮
太
平
記
』

南
蛮
国
ヨ
リ
ノ
ビ
ス
ハ
ン
ト
云
フ
国
ヘ
商
買
往
来
ノ
船

ナ
リ
ケ
リ
。（
中
略
）崑
崙
児
二
百
五
十
人
、
商
人
三
十
人
計
リ
ナ
リ
。（
十
七

ウ
・
十
八
オ
）

『
絵
本
太
閤
記
』

ヱ
ゲ
レ
ス
国
の
船
、（
中
略
）わ
づ
か
に
生
残
る
者
、
崑

崙
児
真
如
郎
等
を
ま
じ
へ
て
五
十
余
人
。（
二
十
ウ
・
二
一
オ
）

記
事
に
登
場
す
る
国
名
が「
の
び
す
ぱ
ん
」か
ら「
ヱ
ゲ
レ
ス
」へ
と
変
わ
っ
た
の

は
、
日
本
が
相
手
に
す
る
外
国
の
変
遷
に
よ
る
こ
と
と
推
測
さ
れ
、
十
九
世
紀
と

い
う
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語「senhor

」36
に
由
来
す
る「
し

ん
に
ょ
ろ
う
」と
い
う
人
物
は
、『
太
閤
記
』・『
絵
本
太
閤
記
』の
ほ
か
に
、『
豊
臣
秀

吉
伝
』に
も
登
場
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

最
後
に
、
六
篇
巻
十「
太
閤
朝
鮮
之
戦
将
賞
罰
」所
収
の<

瀬
川
采
女
正>

挿
話
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
壬
辰
倭
乱
作
品
群
に
お
け
る<
瀬
川
采
女
正>

挿
話
の
展
開
上

の
特
徴
の
一
つ
は
、
瀬
川
采
女
正
の
妻
の
名
前
で
あ
る
。『
太
閤
記
』巻
十
四
の
該

当
記
事
に
は
、
地
の
文
と
瀬
川
采
女
正
の
妻
の
手
紙
と
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

地
の
文
に
は
彼
女
の
名
前
が
な
く
、
手
紙
の
末
尾
に「
菊
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

采
女
正
高
麗
在
陣
之
折
ふ
し
、
彼
妻
あ
こ
が
れ
し
思
ひ
の
ほ
ど
を
、
聊
物
に

記
し
付
侍
り
し
を
。（
三
八
九
）

『
豊
臣
秀
吉
譜
』巻
下
で
は
、
彼
女
は「
菊
女
」と
呼
ば
れ
る
。

采
女
正
亦
渡
海
于
朝
鮮
。
菊
女
輾
転
于
孤
閨
、
一
日
一
時
無
不
瞻
恋
采
女
正
。

嘗
記
其
所
思
。（
十
三
ウ
）

『
豊
臣
秀
吉
伝
』巻
下
一
に
至
り
、
彼
女
は「
菊
子
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る

が
、『
絵
本
太
閤
記
』六
篇
巻
十
の
中
の
彼
女
の
名
前
も
ま
た「
菊
子
」で
あ
る
。

『
豊
臣
秀
吉
伝
』

采
女
正
も
渡
海
し
て
朝
鮮
に
至
る
。
菊
子
は
さ
び
し

き
閨
の
う
ち
に
独
起
臥
て
采
女
正
を
恋
悲
し
み
、
一
日
片
時
も
わ
す
る
ゝ
隙

な
し
。
其
思
ふ
所
を
文
に
記
て
。（
二
七
ウ
）

『
絵
本
太
閤
記
』

瀬
川
采
女
正
と
い
ふ
者
あ
り
。
此
度
に
軍
役
に
召
れ
朝

鮮
に
渡
海
せ
り
。
妻
あ
り
。
名
を
菊
子
と
い
へ
り
。（
中
略
）家
に
残
り
て
さ

び
し
き
閨
の
中
に
独
起
臥
て
朝
夕
に
采
女
正
を
恋
悲
し
み
露
忘
る
隙
も
な
く
、

其
思
ふ
片
端
計
を
文
に
認
め
。（
七
オ
）

「
菊
」か
ら「
菊
女
」へ
の
変
遷
の
様
子
が
明
ら
か
で
、『
豊
臣
秀
吉
伝
』の
文
章
は

『
絵
本
太
閤
記
』の
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
関
定
祐『
朝
鮮
征
伐
記
』

に
は
、
瀬
川
采
女
正
の
妻
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
検
討
を
通
し
て
、

中
国
系
・
韓
国
系
の
作
品
の
記
事
と
は
無
縁
で
あ

る
、『
絵
本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
の
記
事
の
一
部
は
、『
太
閤
記
』か
ら
始
ま
る「
太

閤
記
物
」の
系
統
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
範
疇
に
含
ま
れ

る
記
事
の
中
に
は
、
直
接『
太
閤
記
』か
ら
引
か
れ
た
記
事
も
あ
り
、『
太
閤
記
』の

影
響
作
か
ら
引
か
れ
た
記
事
も
あ
る
。
特
に
、
明
の
使
節
一
行
と
豊
臣
秀
吉
と
の

会
談
の
記
事
の
場
合
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、『
豊
臣
秀
吉
伝
』が『
絵
本
太
閤
記
』

に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

四．
『
絵
本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
と
壬
辰
倭
乱

以
上
、
日
本
・
中
国
・
韓
国
で
著
さ
れ
た
壬
辰
倭
乱
作
品
群
を
挙
げ
、『
絵
本
太

閤
記
』第
六
・
七
篇
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
総
じ
て
、『
太
閤
記
』な

ど
の
日
本
の
作
品
か
ら
は
、
戦
争
の
流
れ
と
は
直
接
関
係
を
持
た
な
い
挿
話
を
継

承
し
、『
絵
本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
の
壬
辰
倭
乱
記
事
の
大
筋
を
立
て
る
た
め
に

は
、
中
国
系
・
韓
国
系
の
壬
辰
倭
乱
作
品
群
を
利
用
し
た
と
い
え
る
。
中
国
系
・

韓
国
系
の
壬
辰
倭
乱
作
品
群
か
ら
の
継
承
の
様
態
に
つ
い
て
は
今
ま
で
述
べ
て
き

た
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
、『
絵
本
太
閤
記
』七
篇
巻
十
一「
関
帝
霊
現
」を
取
り
上

げ
、
そ
の
利
用
の
実
態
を
よ
り
明
ら
か
に
し
た
い
。

『
絵
本
太
閤
記
』七
篇
巻
十
一「
関
帝
霊
現
」の
内
容
は
四
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
戦
争
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
朝
鮮
の
様
子
が
概
観
さ
れ
た
後
、

総研大文化科学研究 一二〇



文化科学研究科

総研大文化科学研究一二一

柳
成
竜
の『
懲h

録
』か
ら
引
い
た
、
戦
争
の
最
中
で
飢
え
死
に
し
た
朝
鮮
の
女
性

と
子
供
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
朝
鮮
の
み
な
ら
ず
、
明
も
日
本
軍
を

恐
れ
て
い
た
と
記
し
、
関
羽
の
力
を
借
り
て
日
本
軍
を
退
け
よ
う
と
し
て
関
羽
廟

を
造
営
し
た
と
の
、『
西i

先
生
文
集
』の
記
事
を
引
い
た
内
容
を
以
て
結
ば
れ
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
展
開
で
は
不
自
然
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
即

ち
、『
懲h

録
』か
ら
戦
争
の
悲
劇
の
一
齣
を
引
い
た
後
、「
是
朝
鮮
の
み
し
か
る
に

あ
ら
ず
。
大
明
も
又
と
も
に
陥
ん
と
す
」（
十
五
ウ
）と
い
っ
て
、
倭
寇
に
よ
る
中
国

侵
略
の
歴
史
を
述
べ
る
。「
日
本
人
勇
に
し
て
敢
て
敵
す
る
事
能
は
ず
、
和
寇
と
唱

へ
て
明
人
の
恐
れ
懼
る
る
最
上
」（
同
上
）で
あ
っ
た
が
、
し
か
も
今
度
は「
太
閤
み

づ
か
ら
日
本
国
中
の
勢
を
挙
て
大
明
を
討
ん
と
す
。
い
か
で
か
是
を
恐
れ
ざ
ら
ん

や
」（
十
六
オ
）と
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
状
態
を「
大
明
朝
鮮
の
危
き
事
旦
夕
に
せ
ま

り
、
上
王
侯
よ
り
下
庶
人
に
至
る
ま
で
、
終
夜
薄
氷
を
踏
が
ご
と
く
、
終
夜
深
淵

を
の
ぞ
む
が
ご
と
し
」（
十
七
ウ
）と
総
評
す
る
。
明
の
陳
寅
が
関
王
廟
を
造
営
し
た

と
の『
西i

先
生
文
集
』「
記
関
王
廟
」の
記
事
が
そ
れ
に
続
く
の
で
あ
る
が
、『
絵
本

太
閤
記
』七
篇
巻
十
一「
関
帝
霊
現
」に
は
、
関
羽
の
神
力
に
よ
っ
て「
未
幾
、
倭
酋

関
白
平
秀
吉
死
、
倭
諸
屯
悉
皆
撤
去
、
此
亦
理
之
難
測
者
也
。
豈
偶
然
耶
」と
の

『
西i

先
生
文
集
』「
記
関
王
廟
」の
最
後
の
文
章
が
省
か
れ
て
い
て
、
朝
鮮
・
明
の

人
々
が「
今
の
世
の
人
力
を
以
て
日
本
の
剛
勢
を
追
討
ん
事
覚
束
な
し
」（
十
八
オ
）、

「
何
さ
ま
神
力
に
非
ず
ん
ば
国
敵
を
退
治
す
る
事
与
ふ
ま
じ
」（
同
上
）と
考
え
て
い

た
と
の
文
章
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。『
絵
本
太
閤
記
』の
作
者
は
、
壬
辰
倭
乱

に
お
け
る
日
本
軍
の
強
さ
を
表
す
た
め
に
、
倭
寇
や
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
韓
国
・
中

国
の
被
害
に
関
す
る
記
事
や
、
関
羽
の
神
力
に
頼
っ
て
日
本
軍
を
退
こ
う
と
し
た

と
の
記
事
な
ど
を
引
い
て
い
な
が
ら
も
、
関
羽
の
神
力
に
よ
っ
て
日
本
軍
が
退
か

れ
た
と
の
叙
述
は
採
択
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
豊
臣
秀
吉
と
日
本
軍
を

宣
揚
で
き
る
よ
う
な
、
都
合
の
よ
い
箇
所
だ
け
を
先
行
作
品
か
ら
取
り
出
し
、
矛

盾
の
な
い
叙
述
の
筋
を
作
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
先
行
作
品
の
抱
い
て
い

た
問
題
意
識
は
消
去
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
絵
本
太
閤
記
』が
江
戸
時
代
の
娯

楽
的
な
作
品
と
し
て
制
作
・
享
受
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、『
絵
本
太
閤
記
』第
六
・
七
篇
が
、
以
前
の
壬
辰
倭
乱
作
品
群
の
文

章
・
思
想
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
な
く
、
独
自
の
作
品
世
界
を
築
き
上
げ

る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
は
認
め
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
作
品
の
完
成

度
と
作
者
の
歴
史
観
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
が
。

【
注
】

１
中
村
幸
彦「
絵
本
太
閤
記
に
関
し
て
」、『
中
村
幸
彦
著
述
集
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
）。

２
横
山
邦
治『
読
本
の
研
究
‐
江
戸
と
上
方
と
‐
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
四
）、
上
保
国
良「
文
化
元
年

の
出
版
統
制
を
め
ぐ
っ
て
‐「
太
閤
物
」の
場
合
」『
日
本
大
学
文
理
学
部
研
究
年
報
』二
七（
日
本
大

学
文
理
学
部
、
一
九
七
九
）、
山
本
卓「
大
坂
本
屋
仲
間
と
読
本
の
開
版
‐『
絵
本
太
閤
記
』を
め
ぐ

っ
て
‐
」『
関
西
大
学
図
書
館
報
　
籍
苑
』三
九（
関
西
大
学
図
書
館
、
一
九
九
四
・
九
）、
内
山
美
樹

子
・
延
広
真
治
　
校
注『
近
松
半
二
・
江
戸
作
者
浄
瑠
璃
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
）の「
解
説
」、

山
本
卓「『
絵
本
太
閤
記
』の
諸
版
」『
館
報
　
池
田
文
庫
』十
四（
池
田
文
庫
、
一
九
九
九
・
四
）、
浜
田

啓
介「『
絵
本
太
閤
記
』と『
太
閤
真
顕
記
』」読
本
研
究
の
会
編『
読
本
研
究
新
集
』二（
翰
林
書
房
、
二

〇
〇
〇
・
六
）、
山
本
卓「
菊
屋
安
兵
衛
の
出
版
動
向
」『
文
学
』第
一
巻
第
五
号（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

〇
・
九
・
一
○
月
号
）な
ど
。

３
中
村
幸
彦「
太
閤
真
顕
記
」、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
）。

４
元
禄
元
年（
一
五
九
二
）‐
慶
長
三
年（
一
五
九
八
）の
七
年
間
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
の
戦
争
は
、
日

本
で
は「
文
禄
慶
長
の
役
」
・「
朝
鮮
侵
略
」
・「
朝
鮮
役
」な
ど
の
名
称
で
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、「
文
禄
」
・「
慶
長
」と
い
っ
た
日
本
の
年
号
を
使
う
こ
と
は
普
遍
性
に
乏
し
い
し
、「
朝
鮮
侵

略
」
・「
朝
鮮
役
」と
い
う
名
称
は
、
朝
鮮
・
明
・
日
本
の
東
ア
ジ
ア
三
国
の
間
で
展
開
さ
れ
た
こ

の
戦
争
の
範
囲
を
限
定
し
て
し
ま
う
。
一
方
、
韓
国
・
北
朝
鮮
で
の「
壬
辰
倭
乱
」や
中
国
で
の「
壬

辰
役
」と
い
う
名
称
の
場
合
、「
倭
乱
」と
い
う
言
葉
は
こ
の
戦
争
の
真
相
を
表
現
し
き
れ
な
い
恨
み

が
あ
る
が
、「
壬
辰
」と
い
う
東
ア
ジ
ア
共
通
の
干
支
を
利
用
し
た
点
は
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
最
近
の
国
際
的
な
傾
向
を
省
み
る
と
、
仲
尾
宏『
朝
鮮
通
信
使
と
壬
辰
倭
乱
』（
明
石
書
店
、

二
〇
〇
〇
）
・
北
島
万
次『
壬
辰
倭
乱
と
秀
吉
･
島
津
･
李
舜
臣
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
二
）
の
よ

う
に
、
日
本
で
も「
壬
辰
倭
乱
」と
い
っ
た
名
称
が
使
わ
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
開
催
さ
れ
た
関
連
会
議
の
名
称
が「T

he
Im
jin
W
aeran

‐H
ideyoshi's

Invasion
ofK
orea:P

roblem
s
and
P
erspectives

」（http://w
w
w
.dur.ac.uk/B

A
K
S
/IIA
S
.htm
l

）で

あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、「
壬
辰
倭
乱
」と
い
う
名
称
は
あ
る
程
度
の
普
遍
性
を
獲
得
し
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
こ
の
論
文
で
は「
壬
辰
倭
乱
」と
い
う
名
称
を
使
う
こ
と
に
す
る
。

５
中
村
幸
彦「
朝
鮮
軍
記
物
」、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
）。

６
崔
官
氏
は「
朝
鮮
軍
記
物
の
展
開
様
相
に
つ
い
て
の
考
察
」（『
語
文
』一
一
八
〈
日
本
大
学
国
文
学
会
、

二
〇
〇
四
・
三
〉）に
お
い
て
、
壬
辰
倭
乱
物
の
展
開
様
相
の
大
概
を
提
示
さ
れ
て
い
て
、
拙
稿「
忘



れ
ら
れ
た
一
文
芸
の
系
譜
‐
加
藤
清
正
伝
承
か
ら
見
た「
壬
辰
倭
乱
」‐
」、
国
文
学
研
究
資
料
館
編

『
第
二
八
回
　
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
‐
教
養
と
し
て
の
古
典:

過
去
・
現
在
・
未
来
‐
』

（
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
〇
五
・
三
）で
は
、
崔
官
氏
の
説
を
補
完
・
訂
正
し
た
形
で
提
示
し

た
。

７
桧
谷
昭
彦
・
江
本
裕
校
注『
太
閤
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
）の
解
説

８
巻
十
三「
高
麗
陣
起
之
事
」と
同「
高
麗
入
評
諚
之
事
」、
巻
十
三「
秀
吉
公
就
二
御
母
堂
御
異
例
一
御

上
之
事
」（
秀
吉
公
、
御
母
堂
の
御
異
例
に
つ
き
、
御
上
り
の
こ
と
）と
同「
名
護
屋
御
留
主
在
陣
衆
」、

巻
十
四「
就
下
于
可
レ
相
二
責
木
曾
城
一
御
書
上
評
議
之
事
」（
木
曾
が
城
を
相
責
む
べ
き
御
書
に
つ
き
、

評
議
の
こ
と
）と
同「
木
曾
判
官
城
責
之
事
」、
巻
十
四「
豊
後
守
護
大
友
御
折
檻
之
事
」と
巻
十
五

「
小
西
於
二
平
安
道
一
振
二
猛
威
一
事
」。

９
詳
細
は
拙
稿「『
太
閤
記
』の
壬
辰
倭
乱
記
事
の
考
察
」、『
日
本
学
報
』第
五
六
輯
第
二
巻（
韓
国
日
本

学
会
、
二
〇
〇
三
・
九
）。

10
桑
田
忠
親『
豊
太
閤
伝
記
物
語
の
研
究
』（
中
文
館
書
店
、
一
九
四
〇
）、
柳
沢
昌
紀「『
太
閤
記
』朝
鮮

陣
関
連
記
事
の
虚
構
‐
日
付
改
変
の
様
相
を
め
ぐ
っ
て
‐
」『
近
世
文
藝
』六
五（
日
本
近
世
文
学
会
、

一
九
九
七
・
一
）、
同「『
太
閤
記
』朝
鮮
陣
関
連
記
事
の
性
格
‐
甫
庵
の
対
外
観
と
史
実
改
変
‐
」『
中

京
国
文
学
』十
七（
中
京
大
学
国
文
学
会
、
一
九
九
八
）。

11
柳
沢
昌
紀（
一
九
九
七
）十
二
頁
。

12
大
関
定
祐
編
の『（
増
補
）朝
鮮
征
伐
記
』を
翻
刻
し
た
黒
川
真
道
は
、「
堀
正
意
の
著
せ
る
朝
鮮
征
伐

記
は
、
万
治
二
年
の
出
版
に
依
り
、
世
に
流
布
せ
ら
れ
た
り
。
大
関
氏
の
朝
鮮
征
伐
記
は
、
写
本

に
て
伝
は
れ
る
を
以
て
、
世
に
稀
な
る
も
の
な
り
」（『
国
史
叢
書
　
朝
鮮
征
伐
記
　
一
』、
国
史
研
究

会
、
一
九
一
六
）と
指
摘
し
て
い
る
。
内
容
を
検
討
す
る
と
、
堀
正
意『
朝
鮮
征
伐
記
』の
内
容
を
利

用
し
た
箇
所
以
外
は
、
作
者
の
想
像
に
依
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
人
名
・
地
名
・
事
件
と
な
っ
て
い

る
。
本
作
独
自
の
内
容
の
出
典
や
本
作
の
性
格
に
つ
い
て
は
別
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

13
桑
田
忠
親（
一
九
四
〇
）二
六
〇
・
二
六
一
頁
。

14
「
抑
々
朝
鮮
役
に
関
す
る
、
日
本
の
書
籍
の
最
も
古
き
は
、
堀
正
意
の
朝
鮮
征
伐
記
で
あ
ら
う
。

彼
は
藤
原
惺
窩
の
高
足
門
人
に
て
、
林
羅
山
、
松
永
尺
五
、
那
波
活
所
と
共
に
、
藤
門
の
四
天
王

の
称
が
あ
っ
た
。
彼
は
寛
永
十
九
年
に
逝
き
た
れ
ば
、
此
書
は
恐
ら
く
は
寛
永
の
初
期
に
成
っ
た

も
の
で
あ
ら
う（
中
略
）併
し
此
書
の
信
ず
可
き
は
、
明
国
及
び
朝
鮮
側
の
書
籍
を
‐
剽
窃
と
云
ふ

能
は
ず
ん
ば
‐
無
届
に
て
使
用
し
た
点
で
あ
っ
て
、
其
他
は
杜
撰
極
ま
る
も
の
だ
。
此
書
に
少
し

く
先
立
っ
て
、
即
ち
寛
永
二
年
に
出
で
来
っ
た
小
瀬
甫
庵
の『
太
閤
記
』は
、
例
の
甫
庵
の
筆
法
に

て
、
固
よ
り
精
確
を
期
し
難
い
が
、
巻
の
十
三
、
十
四
、
十
五
、
十
六
の
中
に
は
、
一
隻
眼
あ
る

読
者
に
は
、
参
考
に
供
す
可
き
資
料
が
な
い
で
も
な
い
。
併
し
な
が
ら
当
時
の
日
本
に
於
け
る
諸

書
が
、
朝
鮮
に
於
け
る
柳
成
竜
の『
懲w

録
』や
、
明
に
於
け
る
諸
葛
元
声
の『
両
朝
平
攘
録
』に
匹

敵
す
可
き
も
の
な
き
は
、
甚
だ
遺
憾
だ
。
而
し
て
甫
庵
の
太
閤
記
に
は
、
未
だ
両
書
の
影
響
を
見

ぬ
が
、
正
意
の
朝
鮮
征
伐
記
の
下
半
に
は
、
殆
ん
ど
両
朝
平
攘
録
を
、
そ
の
儘
和
訳
し
て
使
用
し

て
ゐ
る
は
、
意
外
千
万
だ
。
林
羅
山
の
秀
吉
譜
の
如
き
は
、
甫
庵
太
閤
記
を
踏
襲
し
、
而
し
て
林

春
斎
の
続
本
朝
通
鑑
の
如
き
、
亦
た
秀
吉
譜
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
。
但
だ
続
本
朝
通
鑑
は
、
皇
明
従

信
録
、
武
備
志
、
征
倭
考
等
の
明
人
著
書
を
引
用
し
た
る
の
点
に
於
て
、
聊
か
新
機
軸
を
出
し
て

ゐ
る
の
み
。
爾
後
の
朝
鮮
役
に
関
す
る
日
本
人
の
著
書
は
、
殆
ん
ど
支
那
、
朝
鮮
の
有
り
触
れ
た

る
資
料
の
焼
き
直
し
に
過
ぎ
ぬ
。
孟
浪
、
杜
撰
と
云
う
て
も
、
恐
ら
く
は
弁
解
の
言
葉
は
な
い
で

あ
ら
う
。
但
だ
此
中
で
島
津
久
通
の
征
韓
録
は
、
稍
や
信
を
措
く
に
足
る
が
、
一
般
か
ら
見
れ
ば
、

島
津
氏
本
位
の
書
で
あ
り
、
島
津
氏
か
ら
見
れ
ば
、
義
弘
に
従
う
て
朝
鮮
に
赴
き
た
る
、
島
津
忠

長
本
位
と
云
う
で
あ
ら
う
」（『
近
世
日
本
国
民
史
　
豊
臣
氏
時
代
　
丁
篇
　
朝
鮮
役
　
上
巻
』六
・
七

頁
）。

15
京
大
東
洋
史
辞
典
編
纂
会『
新
編
東
洋
史
辞
典
』（
東
京
創
元
社
、
一
九
八
〇
）。

16
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
本（
同
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
す
る
画
像
）に
よ
る
。

17
『
太
閤
記
』（
一
九
九
六
）四
八
六
頁
。

18
北
京
図
書
館
中
央
民
族
大
学
図
書
館
蔵（
続
修
四
庫
全
書
編
纂
委
員
会
編『
続
修
四
庫
全
書
四
三

四
・
史
部
・
雑
史
類
』<

上
海
古
籍
出
版
会
、
一
九
九
五>

）に
よ
る
。

19
明
天
啓
刻
本（
同
右
編『
同
右
九
六
四
・
子
部
・
兵
家
類
』<

同
右>

）に
よ
る
。。

20
茨
城
大
学
菅
文
庫
所
蔵
本（
同
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
す
る
画
像
）に
よ
る
。

21
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
本（
同
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
す
る
画
像
）に
よ
る
。

22
詳
細
は
上
同
拙
稿（
二
〇
〇
五
）五
四
・
五
五
頁
。

23
陽
明
文
庫
本（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
）に
よ
る
。

24
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
に
よ
る
。

25
北
条
秀
雄
氏（
『
改
訂
増
補
　
浅
井
了
意
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
二
）
・
江
本
裕
氏（『
近
世
前
期
小

説
の
研
究
』（
若
草
書
房
、
二
〇
〇
〇
））等
は
浅
井
了
意
の『
将
軍
記
』作
者
説
を
否
定
す
る
一
方
、
長

谷
川
泰
志
氏
は「『
豊
臣
秀
吉
伝
』（
初
版
内
題
に
よ
る
。
修
訂
版
内
題
は「
豊
臣
秀
吉
記
」）は
寛
文
四

（
一
六
六
四
）年
刊
の
浅
井
了
意
著『
将
軍
記
』の
一
部
を
な
す
も
の
」（「
羅
山
と『
豊
臣
秀
吉
譜
』の
編

纂
」、『
文
教
国
文
学
』第
三
八
・
三
九
号
合
併（
広
島
文
教
女
子
大
学
国
文
学
会
、
一
九
九
八
）八
頁
）

で
あ
る
と
し
て
、
本
書
の
作
者
を
浅
井
了
意
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。

26
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
に
よ
る
。

27
西x

全
書
編
集
委
員
会
編『
西x

全
書
　
一
』（
西x

先
生
記
念
事
業
会
、
一
九
九
一
）七
・
十
四
頁
。

28
藤
本
幸
夫「
宗
家
文
庫
蔵
朝
鮮
本
に
就
い
て
‐『
天
和
三
年
目
録
』と
現
存
本
を
対
照
し
つ
つ
‐
」、

『
朝
鮮
学
報
』九
九
・
百（
朝
鮮
学
会
、
一
九
八
一
）二
〇
四
頁
。

29
作
者
が
参
考
し
た『
懲w

録
』は
、
韓
国
で
作
ら
れ
た
十
六
巻
本
・
二
巻
本
で
は
な
く
、
和
刻
版
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
絵
本
太
閤
記
』七
篇
巻
一「
附
言
」に
は
、「
今
の
世
の
俗
小
人
み
だ
り
に

公
の
行
状
を
誹
謗
し
大
明
御
陣
を
さ
し
て
も
或
は
貪
兵
と
云
或
は
驕
兵
と
い
ふ
是
筆
下
に
章
を
積

腐
儒
燕
雀
の
心
を
以
い
か
で
か
傑
出
英
雄
鵠
鴻
の
大
志
を
計
知
ら
ん
や
」と
の
文
章
が
記
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
文
章
は
、
和
刻
版
の
貝
原
益
軒
序
の
、「
伝
曰
、
用
レ
兵
有
レ
五
。
曰
義
兵
、
曰
応
兵
、

曰
貪
兵
、
曰
驕
兵
、
曰
忿
兵(

中
略)

豊
臣
氏
之
伐
二
朝
鮮
一
也
、
可
レ
謂
二
貪
兵
一
、
兼
二
驕
与
一
レ
忿
。

不
レ
可
レ
謂
二
義
兵
一
」（
東
京
大
学
図
書
館
所
蔵
本
、
巻
一
・
一
オ
・
一
ウ)

の
箇
所
を
批
判
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

31
『
西x

全
書
　
一
』（
一
九
九
一
）一
頁
。

32
同
右
、
二
三
頁
。
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33
そ
の
他
、「
木
曾
判
官
」や
〈
加
藤
清
正
の
一
代
記
群
〉に
お
け
る「
セ
ル
ト
ウ
ス
」な
ど
の
人
物
も
、

そ
れ
ぞ
れ「
牧
使
」金
時
敏
と「
節
度
使
」韓
克y

に
変
わ
る
よ
う
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
壬
辰
倭
乱
作
品
群
の
個
別
の
作
品
に
お
い
て
、
先
行
作
品
の
受
け
入
れ
方
に
は
個
人
差

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、〈
加
藤
清
正
の
一
代
記
群
〉の
一
つ
で
あ
る『
高
麗
陣
日
記
』の
場
合
、『
懲w

録
』が
元
禄
八
年（
一
六
九
五
）に
京
都
で
刊
行
さ
れ
た
後
の
元
禄
十
五
年
刊
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
内
容
は
、
慶
長
年
間
に
成
立
し
た『
清
正
高
麗
陣
軍
記
』を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て

い
る
。『
懲w
録
』は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
に
将
来
さ
れ
た
中
国
の
作
品
及
び
影
響
作
か
ら
の
投
影

も
見
つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る（
拙
稿〈
二
〇
〇
五
〉の
補
注
を
参
照
）。

34
異
本
で
あ
る
九
州
大
学
国
史
学
研
究
室
本
を
除
い
て
、『
太
閤
真
顕
記
』の
流
布
本
の
内
容
に
大
差

は
な
い
と
思
わ
れ
る（
浜
田
啓
介〈
二
〇
〇
〇
〉五
・
六
頁
）。
本
論
考
で
は
、
新
潟
大
学
佐
野
文
庫

本（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）に
よ
る
。

35
大
関
定
祐
編『
朝
鮮
征
伐
記
』第
八「
将
軍
名
護
屋
に
於
て
瓜
畑
御
遊
覧
附
提
督
李
如
松
大
明
へ
帰
る
」

に
も〈
瓜
畠
挿
話
〉が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
大
関
本『
朝
鮮
征
伐
記
』の
流
布
が

狭
い
範
囲
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と（
脚
注
十
二
を
参
照
）、『
絵
本
太
閤
記
』の
記
事
に

影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

36
『
太
閤
記
』（
一
九
九
六
）四
八
八
頁
の
脚
注
。

総研大文化科学研究一二三



総研大文化科学研究 一二四


